
 

 

 
 
様 式 Ｃ－７－１ 
 
 

平成 20 年度科学研究費補助金実績報告書（研究実績報告書) 
 
 

1. 機 関 番 号 3 2 6 9 2      2. 研究機関名    東京工科大学            
                        
3. 研 究 種 目 名     若手研究（B）    4. 研究期間      平 成  20  年 度  ～  平 成 21 年 度 
 

5. 課 題 番 号 2 0 7 0 0 2 1 6
 
6. 研 究 課 題 名   情報格差を縮小するための熟練者・初心者の知識構造分析と家電製品操作ヘルプへの応用  

 
7. 研 究 代 表 者 

研 究 者 番 号 研 究 代 表 者 名 所  属  部  局  名 職   名 
ﾌﾘｶﾞﾅ イワシタ， シノ 

0 0 3 6 0 5 0 3  岩下，志乃 
コンピュータサイエンス学部 講師 

8.研究分担者(所属研究機関名については、研究代表者の所属研究機関と異なる場合のみ記入すること。) 

研 究 者 番 号 研 究 分 担 者 名 所属研究機関名・部局名 職   名 
ﾌﾘｶﾞﾅ 

           

ﾌﾘｶﾞﾅ 
           

ﾌﾘｶﾞﾅ 
           

ﾌﾘｶﾞﾅ 
           

ﾌﾘｶﾞﾅ 
           

9. 研究実績の概要(国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、600 字～800 字で記入。図､ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。) 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、 
     交付申請書に記載した「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600字～800字で、できる 
     だけ分かりやすく記述すること。また、国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等 
       は記載しないこと。 
今年度は，情報格差を縮小するための家電製品操作ヘルプ手法について研究を行った．まず，ユーザとイ
ンストラクターのヘルプ対話コーパスの分析を行った．その際に，ユーザ側の発話と，インストラクター
側の発話に分けて分析を行った．ユーザの発話について，知識レベルごとにテキストマイニングツールを
用いて単語同士の繋がりを比較したところ，知識レベルごとに普段良く使うタスクについて質問内容の変
化が見られた．よって，そのタスクを普段良く使うかどうかによって，初心者と上級者の説明能力に差が
出るということが分かった．インストラクターの発話については，硬い表現の動詞に対して，同義語への
変換が行われていた．また，全ての説明について，タイトル内の語句が用いられていることも分かった．
この結果を基に，ユーザの知識レベルに応じた対応方法を検討していくことが可能となる． 
コーパス分析に加えて，電子レンジを題材に，オンラインヘルプをXML形式で記述し，マニュアル内の画
像とテキストをリンクする簡単なシミュレーションを行った．今回は，マニュアルの言い換えは行わず，
マニュアル中の画像と，その説明のテキストをハイパーリンクで接続することを試みた．被験者に実際に
利用してもらい，作業にかかる時間を紙媒体の場合と比較した．その結果，紙媒体よりも早くマニュアル
の内容を実行に移すことが出来た．分かりやすさの面でも，アンケート調査から紙媒体より直感的に理解
しやすいとの評価が得られた．このシミュレーションに言い換え手法を適用することにより，初心者によ
り理解しやすい操作ヘルプシステムとなることが期待できる． 
                                        

※ 成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間等を記入した調書(A4 判縦長横書 1 枚)を  

添付すること。 
 

10. キーワード 
  (1)  モデル化                   (2) 支援システム                 (3) オンラインヘルプ         
  (4)  テキスト                   (5) コーパス                     (6) 情報格差             
  (7)                             (8)                                           (裏面に続く) 
 
 
 
 



 

 

11.研究発表（平成２０年度の研究成果） 
 〔雑誌論文〕 計（ 1 ）件  

著 者 名 論  文  標  題 
岩下 志乃 状況に応じた対話による敬語学習システム 

雑  誌  名 査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁 
知能と情報 有 20(5) 2 0 0 8 709-719 

 
著 者 名 論  文  標  題 

  

雑  誌  名 査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁 
        

 
著 者 名 論  文  標  題 

  

雑  誌  名 査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁 
        

 
 〔学会発表〕計（ 1 ）件  

発 表 者 名 発  表  標  題 
浅川 未知也 対話からのニーズ推論に基づく情報提供エージェントの提案 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 
第33回ファジィ・ワークショップ 2009.3.16  東海大学 

 
 〔図 書〕 計（ 0 ）件 

著 者 名 出 版 社 
  

書  名 発 行 年 総ページ数 
      

 
12. 研究成果による産業財産権の出願・取得状況 
 〔出 願〕    計（ 0 ）件   

産業財産権の名称 発明者 権利者 産業財産権の種類、番号 出願年月日 国内・外国の別 
      

 
 〔取 得〕    計（ 0 ）件  

産業財産権の名称 発明者 権利者 産業財産権の種類、番号 取得年月日 国内・外国の別 
      

 
13. 備考 

 ※ 研究者又は所属研究機関が作成した研究内容又は研究成果に関するｗｅｂページがある場合は、ＵＲＬを記載す 

ること。 

 

 
 


